
（1） ６年１２月１５日 第661号昭和43年７月30日（第３種郵便物認可）（毎月１回・15日発行）令和

発行所　全国道路利用者会議
〒１００－００１３
東京都千代田区霞ヶ関３－３－１
尚友会館６階
電話　０３－３５０１－５６１１㈹
発行人　小林　勉
定価　20 円（会員の購読料は会費に含む）

THE ROAD NEWS No.
年 月号令和

令和６年度

推進標語
「道路ふれあい月間」

「 

渡
り
ま
す

歩
い
て
ま
す 

」

元
気
な
命
が

６ １２
661

　

災
害
は
時
と
場
所
を
選
び
ま

せ
ん
。
元
日
早
々
に
能
登
半
島

に
お
き
ま
し
て
大
地
震
が
発
生

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
台
風

・
豪
雨
の
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。
被
災
者
の
方
々
に
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
例
年
、
日
本
列

島
は
自
然
災
害
が
続
発
を
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
は
生

き
と
し
生
け
る
者
と
し
て
、
ま

た
政
治
に
携
わ
る
者
と
し
て
、

こ
の
災
害
か
ら
ど
う
国
民
の
命

と
財
産
を
守
っ
て
い
く
の
か
、

大
事
な
使
命
を
持
た
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
道
路
整

備
を
中
心
と
い
た
し
ま
し
て
、

あ
ら
た
め
て
強
靱
な
国
土
の
構

築
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
喫
緊

の
課
題
を
持
た
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
。

　

防
災
・
減
災
の
国
土
強
靱
化

５
か
年
加
速
化
対
策
は
、
そ
う

い
う
意
味
で
は
若
干
の
役
割
・

効
果
を
発
現
す
る
こ
と
が
出
来

て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す

が
、
今
申
し
上
げ
ま
し
た
状
況

の
中
で
は
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
、

遠
い
道
の
り
を
私
ど
も
は
こ
れ

か
ら
も
歩
い
て
行
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
施

策
を
作
り
上
げ
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
い
う
大
き
な
課
題
を

持
た
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り

ま
す
。
新
た
な
国
土
強
靱
化
基

本
法
に
基
づ
く
中
期
計
画
の
実

現
に
必
要
な
予
算
確
保
を
ど
う

し
て
い
く
の
か
が
大
事
な
問
題

で
あ
り
ま
す
。
通
常
予

算
と
は
別
枠
で
こ
の
予

算
獲
得
を
私
達
は
全
力

で
関
係
機
関
に
要
望
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

国
土
強
靱
化
の
５
か
年
の
加

速
化
対
策
が
15
兆
円
で
あ
り
ま

し
た
。
昨
今
の
物
価
の
高
騰
、

働
き
方
改
革
等
、
今
の
状
況
を

考
え
ま
す
と
、
こ
の
新
た
な
国

土
強
靱
化
策
定
に
必
要
な
予
算

額
は
ま
あ
25
兆
円
と
申
し
上
げ

た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
あ

ま
り
数
字
を
申
し
上
げ
て
達
成

出
来
ま
せ
ん
と
我
が
身
に
振
り

か
か
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
心
配
も
ご
ざ
い
ま
す

が
、
少
な
く
と
も
20
兆
円
を
上

回
る
額
を
、
私
達
は
皆
様
と
協

力
し
て
確
保
す
る
努
力
を
必
要

と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
皆

様
に
お
願
い
を
申
し
上
げ
て
お

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

い
く
つ
か
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
い

よ
い
よ
国
会
も
開
会
い
た
し
ま

す
。
国
会
議
員
の
先
生
方
に
お

願
い
申
し
上
げ
た
い
の
は
、
こ

の
臨
時
国
会
で
補
正
予
算
を
ス

ム
ー
ズ
に
早
期
に
成
立
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
先
人
・
先
達
は
、
「
道

は
命
な
り
。
道
は
国
の
力
な

り
。
」
と
い
う
こ
と
を
私
達
に

教
え
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。
国

民
生
活
が
安
全
・
安
心
で
、
次

の
世
代
に
し
っ
か
り
し
た
ふ
る

さ
と
を
残
す
と
い
う
意
味
で
、

私
達
は
今
大
会
を
契
機
と
い
た

し
ま
し
て
、
ま
た
新
た
な
気
持

ち
で
皆
様
方
の
政
治
活
動
の
根

底
に
あ
り
ま
す
、
政
治
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
結
集
し
て
関
係
機
関

に
し
っ
か
り
と
お
願
い
を
申
し

上
げ
る
誓
い
の
大
会
に
さ
せ
て

菊
池
大
二
郎
、
岸
信
千
世
、
岸

田
文
雄
、
北
神
圭
朗
、
木
原
誠

二
、
木
原
稔
、
金
城
泰
邦
、
神

津
た
け
し
、
輿
水
恵
一
、
後
藤

茂
之
、
許
斐
亮
太
郎
、
小
林
鷹

之
、
齋
藤
裕
喜
、
笹
川
博
義
、

佐
々
木
ナ
オ
ミ
、
佐
々
木
紀
、

佐
原
若
子
、
階
猛
、
柴
山
昌

彦
、
下
条
み
つ
、
鈴
木
俊
一
、

仙
田
晃
宏
、
宗
野
創
、
高
市
早

苗
、
高
橋
永
、
橘
慶
一
郎
、
田

中
良
生
、
棚
橋
泰
文
、
田
野
瀬

太
道
、
土
屋
品
子
、
寺
田
稔
、

永
岡
桂
子
、
中
野
英
幸
、
中
村

勇
太
、
西
岡
秀
子
、
西
川
将

人
、
丹
羽
秀
樹
、
野
田
聖
子
、

萩
原
佳
、
長
谷
川
淳
二
、
鳩
山

二
郎
、
馬
場
雄
基
、
浜
田
靖

一
、
広
瀬
建
、
深
作
ヘ
ス
ス
、

福
島
伸
享
、
福
田
徹
、
福
田

玄
、
藤
井
比
早
之
、
船
田
元
、

古
川
元
久
、
古
川
禎
久
、
星
野

剛
士
、
牧
島
か
れ
ん
、
松
本

尚
、
水
沼
秀
幸
、
三
反
園
訓
、

宮
内
秀
樹
、
向
山
淳
、
武
藤
容

治
、
村
上
誠
一
郎
、
村
上
智

信
、
茂
木
敏
充
、
森
英
介
、
森

洋
介
、
山
口
壯
、
山
下
貴
司
、

山
田
勝
彦
、
山
田
賢
司
、
屋
良

朝
博
、
柚
木
道
義
、
吉
川
元
、

吉
田
真
次
、
笠
浩
史
、
渡
辺

周
、
渡
辺
創
、
鰐
淵
洋
子

《
参
議
院
議
員
》

井
上
義
行
、
石
井
準
一
、
石
井

浩
郎
、
磯
﨑
仁
彦
、
猪
口
邦

子
、
岩
本
剛
人
、
小
野
田
紀

美
、
尾
辻
秀
久
、
岡
田
直
樹
、

片
山
大
介
、
河
野
義
博
、
北
村

経
夫
、
こ
や
り
隆
史
、
小
林
一

大
、
古
庄
玄
知
、
上
月
良
祐
、

酒
井
庸
行
、
櫻
井
充
、
里
見
隆

治
、
塩
村
あ
や
か
、
進
藤
金
日

子
、
関
口
昌
一
、
滝
沢
求
、

竹
内
真
二
、
竹
谷
と
し
子
、
武

見
敬
三
、
鶴
保
庸
介
、
堂
込
麻

紀
子
、
豊
田
俊
郎
、
中
西
祐

介
、
永
井
学
、
長
峯
誠
、
西
田

実
仁
、
野
上
浩
太
郎
、
野
村
哲

郎
、
羽
田
次
郎
、
芳
賀
道
也
、

馬
場
成
志
、
橋
本
聖
子
、
平
山

佐
知
子
、
藤
井
一
博
、
藤
川
政

人
、
藤
巻
健
史
、
古
川
俊
治
、

星
北
斗
、
松
川
る
い
、
松
下
新

平
、
松
山
政
司
、
三
浦
信
祐
、

三
浦
靖
、
宮
口
治
子
、
宮
崎
雅

夫
、
宮
崎
勝
、
宮
本
周
司
、
森

ま
さ
こ
、
森
屋
宏
、
山
口
那
津

男
、
山
田
俊
男
、
山
本
順
三
、

吉
川
ゆ
う
み
、
和
田
政
宗
、
渡

辺
猛
之

【
祝
電
】

《
衆
議
院
議
員
》

青
山
大
人
、
小
川
淳
也
、
城
井

崇
、
下
条
み
つ
、
中
川
宏
昌
、

中
谷
一
馬
、
馬
場
雄
基
、
堀
内

詔
子
、
山
口
俊
一

《
参
議
院
議
員
》

足
立
敏
之
、
上
田
清
司
、
佐
藤

正
久
、
森
本
真
治

（
敬
称
略
）

　

は
じ
め
に
主
催
団
体
挨
拶
と

し
て
、
古
賀
誠
全
国
道
路
利
用

者
会
議
会
長
が
挨
拶
を
行
い
、

続
い
て
、
高
橋
克
法
国
土
交
通

副
大
臣
、
小
西
洋
之
参
議
院
国

土
交
通
委
員
長
が
挨
拶
を
行
っ

た
。

　

意
見
発
表
で
は
、
河
野
俊
嗣

全
国
高
速
道
路
建
設
協
議
会
会

長
（
宮
崎
県
知
事
）
と
松
村
淳

子
京
都
府
宇
治
市
長
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ

た
。

　

そ
の
後
、
意
見
発
表
等
の
内

容
を
踏
ま
え
た
大
会
決
議
案
を

松
井
一
實
全
国
街
路
事
業
促
進

協
議
会
会
長
（
広
島
県
広
島
市

長
）
が
朗
読
し
、
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。

　

最
後
に
髙
垣
廣
德
道
路
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会

会
長
（
広
島
県
東
広
島
市
長
）

の
閉
会
の
辞
で
大
会
を
終
了
し

た
。

　

大
会
終
了
後
、
都
道
府
県
毎

に
国
会
議
員
に
要
望
活
動
を
行

っ
た
。
ま
た
、
特
別
要
望
活
動

と
し
て
、
加
藤
勝
信
財
務
大

臣
、
中
野
洋
昌
国
土
交
通
大
臣

な
ど
に
、
道
路
整
備
の
促
進
な

ど
を
求
め
る
要
望
を
行
っ
た
。

〈
関
連
記
事
２
・
３
面
〉

地方創生を実現し、計画的かつ長期安定的な道路整備・管理を！地方創生を実現し、計画的かつ長期安定的な道路整備・管理を！
　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
、
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会
、
全
国
高
速
道
路
建
設
協

議
会
、
全
国
街
路
事
業
促
進
協
議
会
の
四
団
体
は
、
去
る
11
月
26
日
（
火
）
、
東
京
都
千
代
田
区

の
「
砂
防
会
館
別
館　

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
」
に
お
い
て
、
『
安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り

を
求
め
る
全
国
大
会
』
を
開
催
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
地
方
自
治
体
関
係
者
や
ユ
ー
ザ
ー
関
係
者
ら
約
１
，
６
０
０
名
が
参
加
し
、
高

橋
克
法
国
土
交
通
副
大
臣
、
小
西
洋
之
参
議
院
国
土
交
通
委
員
長
な
ど
の
来
賓
が
多
数
出
席
し
た
。

主
催
団
体
挨
拶

主
催
団
体
挨
拶

古
賀
　
誠
全
国
道
路
利
用
者
会
議

会
長

来
賓
紹
介

来
賓
紹
介

頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
皆
様
方
の
パ

ワ
ー
を
示
し
て
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
て
あ
る
一
つ
一
つ
が
早
期

に
実
現
す
る
よ
う
に
、
共
に
結

束
を
固
め
、
頑
張
っ
て
い
く
こ

と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
国
土
交
通
省
】

高
橋
克
法
国
土
交
通
副
大
臣
、

古
川
康
国
土
交
通
副
大
臣
、
高

見
康
裕
国
土
交
通
大
臣
政
務
官

【
参
議
院
国
土
交
通
委
員
会
】

小
西
洋
之
委
員
長

【
国
会
議
員
・
本
人
】

《
衆
議
院
議
員
》

五
十
嵐
清
、
石
橋
林
太
郎
、
井

出
庸
生
、
稲
田
朋
美
、
井
上
貴

博
、
井
林
辰
憲
、
岩
田
和
親
、

江
渡
聡
徳
、
逢
坂
誠
二
、
大
島

敦
、
大
西
洋
平
、
小
野
寺
五

典
、
勝
俣
孝
明
、
金
子
恭
之
、

金
子
容
三
、
川
原
田
英
世
、
神

田
潤
一
、
黄
川
田
仁
志
、
栗
原

渉
、
高
村
正
大
、
國
場
幸
之

助
、
小
寺
裕
雄
、
小
林
茂
樹
、

小
宮
山
泰
子
、
斎
藤
ア
レ
ッ
ク

ス
、
坂
本
哲
志
、
坂
本
竜
太

郎
、
佐
藤
英
道
、
島
田
智
明
、

新
谷
正
義
、
鈴
木
敦
、
鈴
木
英

敬
、
鈴
木
貴
子
、
関
芳
弘
、
世

耕
弘
成
、
空
本
誠
喜
、
田
所
嘉

德
、
辻
英
之
、
津
島
淳
、
角
田

秀
穂
、
渡
海
紀
三
朗
、
中
谷
真

一
、
中
司
宏
、
中
村
裕
之
、
仁

木
博
文
、
西
園
勝
秀
、
西
田
昭

二
、
西
銘
恒
三
郎
、
根
本
幸

典
、
平
口
洋
、
平
沼
正
二
郎
、

深
澤
陽
一
、
福
原
淳
嗣
、
藤
丸

敏
、
穂
坂
泰
、
堀
内
詔
子
、
本

田
太
郎
、
松
木
け
ん
こ
う
、
松

本
剛
明
、
眞
野
哲
、
御
法
川
信

英
、
宮
下
一
郎
、
村
岡
敏
英
、

森
下
千
里
、
森
山
裕
、
矢
﨑
堅

太
郎
、
簗
和
生
、
山
口
俊
一
、

山
井
和
則

《
参
議
院
議
員
》

足
立
敏
之
、
青
島
健
太
、
伊
藤

孝
江
、
石
井
正
弘
、
江
島
潔
、

越
智
俊
之
、
大
野
泰
正
、
太
田

房
江
、
加
田
裕
之
、
梶
原
大

介
、
佐
藤
信
秋
、
清
水
真
人
、

柴
田
巧
、
鈴
木
宗
男
、
高
木
真

理
、
高
橋
は
る
み
、
滝
波
宏

文
、
広
田
一
、
船
橋
利
実
、
舞

立
昇
治
、
松
村
祥
史
、
水
野
素

子
、
矢
倉
克
夫
、
安
江
伸
夫
、

山
下
雄
平
、
山
本
啓
介
、
山
本

佐
知
子
、
横
山
信
一
、
若
林
洋

平【
友
誼
団
体
】

西
田
義
則
（
一
社
）
日
本
道
路

建
設
業
協
会
会
長

【
高
速
道
路
会
社
等
】

高
松
勝
独
立
行
政
法
人
日
本
高

速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構

理
事
長
、
由
木
文
彦
東
日
本
高

速
道
路
㈱
代
表
取
締
役
社
長
、

縄
田
正
中
日
本
高
速
道
路
㈱
代

表
取
締
役
社
長
、
後
藤
貞
二
西

日
本
高
速
道
路
㈱
代
表
取
締
役

専
務
執
行
役
員
、
寺
山
徹
首
都

高
速
道
路
㈱
代
表
取
締
役
社

長
、
植
田
雅
俊
阪
神
高
速
道
路

㈱
取
締
役
執
行
役
員
、
後
藤
政

郎
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
㈱

代
表
取
締
役
社
長

【
国
会
議
員
・
代
理
】

《
衆
議
院
議
員
》

青
柳
仁
士
、
赤
澤
亮
正
、
東
国

幹
、
麻
生
太
郎
、
あ
べ
俊
子
、

阿
部
弘
樹
、
阿
部
祐
美
子
、
荒

井
優
、
池
田
真
紀
、
石
井
智

恵
、
石
田
真
敏
、
石
破
茂
、

市
村
浩
一
郎
、
伊
藤
達
也
、
井

野
俊
郎
、
井
上
信
治
、
猪
口
幸

子
、
今
枝
宗
一
郎
、
岩
屋
毅
、

上
田
英
俊
、
臼
木
秀
剛
、
梅
谷

守
、
漆
間
譲
司
、
遠
藤
利
明
、

大
串
博
志
、
大
串
正
樹
、
大
塚

小
百
合
、
お
お
つ
き
紅
葉
、
大

野
敬
太
郎
、
岡
島
一
正
、
岡
田

悟
、
緒
方
林
太
郎
、
岡
野
純

子
、
奥
下
剛
光
、
鬼
木
誠
、
小

渕
優
子
、
河
西
宏
一
、
梶
山
弘

志
、
勝
目
康
、
加
藤
鮎
子
、
加

藤
勝
信
、
加
藤
竜
祥
、
金
子
恵

美
、
神
谷
裕
、
亀
井
亜
紀
子
、


